　髙野家の人々　　江戸明治編　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
                                                    高野　獨源（髙野家第五代）
　　　　　　　一　

　墓地の中を歩きながら、私は、髙野の苗字と笹竜胆の家紋を探していた。無縁のものも多いらしい。期日を区切ってやがて処分されるべく、既に貼紙がしてあるものが多かった。墓石も、文字が読みとれない状態だったり、上の方が折れていたりしていた。
　全てではないが、村の人の墓が集まっているという区画には、「丸に笹竜胆」の髙野は無かった。ただし、「丸に片喰」の髙野家はあったのである。だが昭和四十九年に新しく建てたものであった。

　また別の区画には、昭和三十八年に建立された、髙野家の墓があったが、これは、左旋回の右三つ巴紋であった。墓名は、髙野武左ヱ門文政庚寅年（文政十三年、一八三〇年）とあった。髙野栄吉氏の建てたものであった。
　墓場を歩いた後、光福寺さんのご好意で、村の物知りの方の所と、昭和四十九年に「丸に片喰」の墓を建てた髙野正次氏を訪問することを得た。なにしろ突然の新潟弁で、分かりにくい。しかし、どうやら、この髙野家は我々の髙野家とは分かる範囲では繋がらなかった。また、少なくとも、明治三十七年時点の我が髙野家の人々の名前は全くご存じないようであった。もし、その方の生年が大正五年だとしたら、その一世代前は、三十年の差があるとして、明治十八年くらいの生まれであろう。とすると、親戚であれば、父の世代の名前ならば大抵分かると考えられるからである。もう一軒の髙野家には、もはや「かおる」さんというお嫁さんが一人居るだけで、昔のことはとても分からないだろうという。これが、右三つ巴の髙野家のことであろう。また、かつて、もう一軒の髙野家が村に在ったと言う。ことによると、この三つ目の髙野家が、我らの髙野家であるのかも知れない。しかし、もし、明治三十七年に髙野ソカが十六歳で家督を相続して、その妹のセキとどちらかが、仮に明治四十五年まで髙野姓を名乗っていたとしよう。しかし、今回の髙野さんが明治生まれであるとは思えない。お生まれになったときには、既にわが髙野家は摂田屋には居なかったのかも知れない。
　日が長いとはいえ、もう午後六時頃になっていた。我々は、この北越戊辰戦争の長岡藩本陣の置かれていた光福寺さんにお礼を言い、摂田屋をあとにした。気の所為だろうが、町で見かける顔が、皆どこかで血が繋がっているような気がした。　

　　　　　　　二

　二〇〇八年の夏、春日山城を見学するということを主目的にして、新潟旅行を計画した。ここ十年、いや、ここ二十年、新潟県には殆ど足を踏み入れていない。いざ、新潟に行くならば、是非にも髙野家の先祖の地、長岡を行程に加えたいと思った。長岡が先祖の地だということ自体が、つい二、三ヶ月前の平成二十年六月頃に明らかになったことであった。髙野家の先祖の地といえば、まずは北海道であると思われてきた。ただ、明治初年に移る前は、北陸地方に居たという、漠とした言い伝えがあっただけなのだ。それは、金沢だとも言われ、新潟だとも言われていた。私自身は、子供の頃に、金沢だと聞いたことがあって（後にそれは曾祖母の出身地だと知る。）、金沢前田藩の士族が北海道開拓使にでもなったのだろうと推測していた。
　さて、旅行の話に戻ろう。そもそも、この旅行は、私の病気のために一旦キャンセルしている。七月のことだった。復帰して、再度旅程を色々考えたが、ちょっと離れているが、車であるし、初日に長岡で過ごせるだろうと、考え出した。そこには、山本五十六記念館や、河井継之助記念館などもあって、いざとなっても時間を持て余すようなことも無く、それなりに有意義に過ごせるとも思った。

ただ、役所に行って戸籍を集めるまですることは考えていなかった。だから、それまで取得した戸籍なども持っていくのを忘れるほどだったのである。
　さて、八月九日、愛車ミラを飛ばして、一路関越自動車道を行く。さすが越後は米所だ。青々と広がる水田に、処々に米の貯蔵庫を見る。六日町辺りは、霧に包まれていた。確かに、道路にも、霧に対する注意看板が出ている。
この旅行の一日目は、午前中に、山本五十六記念館と河井継之助記念館見学。私の単純な推測は、山本五十六の実家の髙野家が、我らの髙野家と関係があるのではないかということ。開館と同時に飛び込んだ。切符を買って入る時に、受付のお二人と、少し話した。自分が髙野で、先祖が長岡出身であることが分かり、それで今回ここに来たと言うこともお話した。切符を売ってくれた方は、ここの館長さんであった。山本五十六の髙野家の家紋について尋ねてみたら、笹竜胆ではないことを教えて頂いた。
「髙野というのは、長岡には何系統かあるみたいですねえ」
とおっしゃっていた。館長さんの隣には、山本五十六にそっくりな、髙野さんが座っており、
「五十六と同族の髙野です」
とおっしゃっていた。館の受付の大肖像画を見たお客さんに、
「もしかして、息子さんですか」
と尋ねられるというくらい、山本五十六にそっくりである。長岡には、髙野家はたくさん在るのだ。実際には、五十六の子共達は東京在住なのである。
　あと、長岡の人は、戊辰戦争後、北海道士別（後で江別のことではないかと思うに至る）へ移住した人が多かったという情報も得た。

　お二人と写真を撮らせていただいて、記念館展示図録を購入して、館をあとにした。

　赤い舗装道路が目に沁みる。鉄分であろう。冬の消雪パイプによるものだろう。

　髙野五十六の生家にも行ってみた。二階建てだが、小さな家である。五十六が勉強に使った小机もあった。天井が低い。

　

　河井継之助記念館も見学して、市役所近くの回転寿司で昼食をとった我々は、試しに長岡市役所に行って見た。すると、市役所は日曜日で閉まっているが、大手通の、ながおか市民センターで、休日でも、戸籍が取れるということが分かったのだ。我々家族は、再び長岡駅の方へと向かった。
　

　「髙野孫蔵さんの戸籍は無いですねえ。戸籍制度が始まる前になりますから。あとは、過去帳を調べないとなりませんね」
　市民センターの担当の人が言った。

　「そうですか。分かりました」

それでも、私は、孫蔵と、三平、そして権吉の関係が明らかになった髙野三平家の除籍謄本が取れたことで一応満足していた。
　私は、東京の実家へもその場から連絡を入れた。母が出たが、

「三平は孫蔵のお父さんじゃなくて、お兄さんだったよ」

そう伝えると、電話の向こうで父も、「そうだったのか」というような反応をしているようであった。　

　　　　　　　三
　この日の宿は、小千谷であった。中心街を発って、南に向かっていた。やがて、古風な情緒のある街道を通っていることに気がついた。道幅は狭いが、両側には高さの揃った木造建築が立ち並ぶ。江戸時代の街並みが容易に想像されるような街道。やがて、その街を抜けて大きな橋を渡って、ふと後ろ髪引かれるように車を停めた。地図を見直す。髙野家戸籍の古志郡摂田屋村とは、恐らく、今の長岡市摂田屋であろう。先ほど通った町並みの辺りが摂田屋であるようだ。
　ミラを今来た道に戻す。電柱には「摂田屋四丁目」の住所表示。暫く行って、また行き過ぎたと思い、右折して、車を停めたら、大きな樽が道路脇にあった。その奥には、とても現代のものとは思えない古い木造建築があった。そこから奥だけが時代劇のロケ地になっているかのようだ。近くの大きな地図を見ると、摂田屋地区観光マップとあった。

　ついに私は戻って来た。ここが古志郡摂田屋村（中通村摂田屋）だ。明治二十九年に髙野権吉がここを旅立ち、平成二十年、ついに髙野家の私が百年の時を超えて、この地に戻って来たのだ。
　　　　　　　四

　黒船がやってきて、世の中は騒然としてきていた。幕府は日米和親条約を安政元年（一八五四年）に締結した。
　この長岡牧野藩でも、衝撃は伝わっていた。それもそのはず、藩主牧野忠雅は老中の一人だった。忠雅は家臣に広く意見を求めた。この時建言書を出した一人に河井継之助が居るが、河井継之助は文政十年（一八二七年）の生まれ、髙野孫蔵も、同じ頃の生まれであっただろう。これは飽くまで推定であるが、孫蔵の生年は、仮に、長男、髙野多吉生誕の二十年前の文政十一年（一八二八年）としておきたい。山本有三の戯曲『米百俵』で有名な小林虎三郎は、まさしく文政十一年の生まれである。
　この、黒船がやってきた嘉永六年から四年後の安政四年、髙野孫蔵と髙木ミテの祝言が行われていた。髙木ミテは三島郡牛ヶ首村（現三条市牛ヶ首）の高木六郎次の次女である。ミテは天保八年（一八三七年）六月三日に生まれた。従って、この髙野孫蔵との結婚が、推定どおり安政四年であるとすると、ミテは、この時、二十歳である。
　先ほど、孫蔵の生年は、長男多吉生誕の二十年前と仮定すると書いた。

　髙野多吉は嘉永元年（一八四八年）二月十三日に生まれた。ミテはこの時まだ十一歳である。当然ミテの子ではない。孫蔵には、先妻が居た。この祝言の時、多吉は九歳位であった事になる。孫蔵は二十九歳。二十歳の嫁ミテに、九歳の連れ子、多吉。
　実は、孫蔵には、更に長女と次女が居るが、この二人は、先妻の子かミテの子か分からない。明治十一年に家督が相続された際には既に戸籍に無いのである。
　しかし、年の間隔から類推して、長女・次女は、多吉と同様、先妻との間の子供達ではないだろうか。孫蔵の次男、三平は、元治元年（一八六四年）の生まれで、多吉とは十六歳の差である。そして、ミテがもし、嘉永六年頃に十六歳で婚姻したとして、例えばその二年前までに次女が生まれていたとすれば、その次女は、明治十一年の時点で二十七歳である。他家へ入籍して、三平の戸籍に入ってこないであろう。ただ、この場合、もしミテが安政三年頃に長女を、安政五年頃に次女を産んだとしても、この次女は、明治十一年には、二十位にはなっているはずで、他家へ転出のため、三平戸籍に載っていなくてもおかしくは無い。つまり、ミテの子共達である可能性は否めない。

それでも、なお先妻の子と推定するのは、多吉が嘉永元年生まれなので、ミテの婚姻を安政から文久年間までとして、嘉永年間から安政年間に行われた婚姻前に、先妻との間に二人が生まれたと考えるのが、年数的な間隔の余裕があるからである。
さて、そのように考えてくると、孫蔵が髙木ミテと祝言を挙げた時には、孫蔵は、五歳から十五歳位までの三人の子を連れていたと思われる。結婚後、いきなり五人家族での生活が始まったのではないだろうか。
　　　　　　　五

　安政五年（一八五八年）、列強各国との間で修好通商条約が締結される。万延元年（一八六〇年）には、大老井伊直弼が桜田門外で水戸藩浪士と一部薩摩藩士によって暗殺された。攘夷、攘夷と血気にはやる若者達が京にあふれた。文久二年（一八六二年）、長岡藩主、牧野忠恭、京都所司代となり、上洛。

元治元年（一八六四年）十月二日、髙野孫蔵、ミテの子、三平が生まれた。孫蔵の次男であるが、ミテにとっては、最初の子どもである。多吉はこの時十六歳。その世代の女の子があと二人で、六人家族である。
この時から数年して、女の子二人は、嫁いで行ったのではないだろうか。家には、孫蔵、ミテ夫妻と、多吉、三平が残る。

慶応元年（一八六五年）、長岡藩では河井継之助が郡奉行に任じられ、藩政改革に乗り出した。慶応三年、牧野忠訓、河井継之助らは大政奉還に伴い、上洛したが、鳥羽伏見の戦いの後、長岡に戻った。長岡の大変な一年が始まっていた。五月、摂田屋光福寺に本陣が置かれ、ついに戦いが始まった。北越戊辰戦争である。
この時、孫蔵、ミテ一家はどこに居たのだろうか。ミテは、牛ヶ首村の出身であるが、どこで孫蔵と出会ったのだろう。或いは、この当時のことである。誰かの紹介によるものかも知れない。摂田屋と、牛ヶ首は長岡市中心部から見ても、方角的にも反対方向に離れている。それぞれが、長岡城下に出て来ていたか、親や親戚などの紹介で知り合ったとしか考えられない。
光福寺は摂田屋村のほぼ中央にある。もし、この当時髙野家が摂田屋に在ったならば、周囲は騒然としていた訳である。最初、摂田屋南方の朝日山方面の戦いは順調であったのだが、西軍は信濃川を渡って直接長岡城の横腹を突いて来た。五月十九日、長岡城は、落城し、長岡藩兵は栃尾に退却した。七月二十四日には、八丁沖を渡った長岡軍が城を奪還したが、五日後に再落城。藩兵は八十里越えを経て会津方面に落ちて行った。八月十六日には、会津に移動中の河井継之助も傷が悪化して塩沢で死去した。

髙野三平はまだ三歳。

孫蔵は四十。多吉は二十歳。長岡の戦いにどう関わったのであろうか。
　　　　　　　六

ちなみに、長岡で最も有名な髙野家は、あの山本五十六の実家の髙野家であろう。五十六は、髙野貞吉の五十六歳の時の子供で、大学生の時に牧野藩家老の家である山本家に養子に入ったのである。その系譜を山本五十六記念館の冊子に従い、辿ってみよう。
髙野家（下野国宇都宮宇津氏が祖）
　七郎左衛門啓道（真田信之家臣宇津七郎左衛門の弟で、髙野を称す。慶安二年没）
　七左衛門（啓通の子。別系）

　杢右衛門貞道（啓通の子。慶安二年相続）

　七郎左衛門道説（延宝六年相続）
　秀右衛門永貞、号栄軒（松永幸右衛門弟。養子。享保三年相続）

　喜傳次泰助常道、号余慶（安永二年相続。文化十二年没）

　丈右衛門貞恒（余慶の子）
　文吉亘貞射（貞恒の子）

　秀右衛門貞通、号秀山（貞恒の子。文政二年相続。慶応四年五月十九日戊辰戦争で城下の今朝白縄手口で戦死）

　貞吉（文政十二年生まれ。長谷川孫兵衛正亨の二男。天保五年養子）

　髙野貞射は貞時とも書かれている。
髙野余慶は享保十四（一七二九）年生まれ、『昇平夜話』を一七九六年に著したことなどで有名である。その父栄軒も著名である。
筆者は平成二十一年八月十八日に長岡市西新町一丁目の長福寺に、この髙野家累代の墓を訪れお参りした。髙野栄軒の碑もあった。髙野家の墓は作に囲まれていた。大正時代に再建立したと側面に書かれていた。分家の新しい墓もあり、山本五十六の字で「髙野家の墓」とあった。家紋は「丸に片喰」であった。
　　
　こうしてみると、貞吉は孫蔵と大体同世代であり、もし繋がりがあるとすれば、もっと前の世代であることが分かる。また、啓道の子の七左衛門の別系というのも気になるところである。いずれにしろ、藩士に名を連ねていたとしたら、この戦いに何らかの関わりがあったのではないかと思う。
　ついでであるが、ほかに髙野と名がつく長岡の有名人を挙げてみると、貞心尼の弟子の髙野

智譲尼（一八五二年生、一九三二年歿）。この人は荒屋敷（長岡屋敷町、城の西側に位置する）髙野家の髙野次郎兵衛の娘だそうだ。または、朱子学派で、天保七年、秋山景山に代わって崇徳館都講となった髙野松陰（虎太）。この人は、若き河井継之助に影響を与えたと言われる。　

また、成願寺温泉養壽館の髙野家がある。この家系も長岡藩士の出であるが、明治四年、六代目髙野斧左エ門が養壽館を開業した。髙野久五郎氏が長岡の名所に育て上げた。昭和期には、当時としては珍しく、子供用の大型遊具があったりなどして、長岡の人には有名な温泉であった。越後長岡百景にも選ばれていたが、平成十六年の中越地震で大きな被害を受けた。そして、惜しまれつつ、廃湯。髙野久五郎氏の孫、興一氏が当主。髙野家成願寺温泉養養壽館文書は久五郎氏の時のものが殆どであるという。この文書は、平成十七年に長岡市に寄贈された。（長岡あーかいぶす創刊号より。長岡市立中央図書館文書資料室平成十七年九月二十日発行）
まさに長岡には、髙野家が多い様にも思えるが、孫蔵が、今見て来た様な藩士の家系に連なるという確証は無い。名字の無い農民であった可能性も当然あり、明治になってから髙野という、長岡では一般的な名字を名乗ったのかも知れないのだ。

インターネットサイト『苗字館』では、電話帳を基に「髙野」が多い県は東京、埼玉、新潟であるとしている。四番目は茨城県だが、これは宇都宮家から分かれた髙野時家の関係ではないだろうか。密度で見ると、新潟県はダントツで一位であり、茨城県が二位である。自治体別に見ると、一九九八年の区分で件数は東京二十三区、横浜市についで、長岡市は三位である。密度で見ると、なんと古志郡山古志村が、二位である。二十九位に長岡市が入っている。現在では山古志村は長岡市に編入されている。一位は福島県伊達郡飯野町だそうだ。
髙野家分布は東日本に偏っているが、西日本では大分が多いのが注目に値するだろう。確かに知り合いにも大分の髙野家がある。

　　　　　　　七
　その他に、戊辰北越戦争の際に髙野某なにがしと名前の出てくる人名を拾ってみよう。山本五十六の実家の髙野家本家の人名は、言わずもがなであるが、敢えて挙げておこう。まずは、髙野秀右衛門貞通。五十六の祖父である。この人は、藩校崇徳館の教授でもあり、槍術師範でもあった。銃を撃ち続け、最後は槍を取って戦い、西軍を十数人討ち取って戦死。享年七十三歳。菩提寺は長福寺。その養子は喜伝次貞吉。文政十二年生まれなので、ちょうど髙野孫蔵と同じような世代か。喜伝次とは、髙野家が代々使った通称だそうである。戊辰戦争後は、柏崎県の書記や教員となったようである。この貞吉の長男が楯之進（宇津譲）で、戊辰戦争時十七歳であった。銃士として参戦した。戊辰後一時期、戦国時代の本姓である、宇津を名乗ったらしい。明治五年に、柏崎県東京出張時書記となった貞吉とともに、上京し、その後、明治八、九年頃、開拓使に採用されて北海道に渡った。五十六は貞吉の六男で、楯之進の弟になる。

　長岡藩士は、九月二十五日に降伏するまで、会津でも戦い、米沢、上山、山形、仙台とさまよった。八月二十五日には会津涙橋で戦うことになる、長岡藩兵の八月十九日時点の編成表に出て来る髙野を拾ってみよう。
　まずは、先述の髙野喜伝次（四十歳）　三間市之進隊　使番

　髙野善兵衛　同隊　宿割作事人足手付足軽

　髙野弥次郎　由良安兵衛隊　隊士

　髙野綱之助　小林寛六郎隊　隊卒
　髙野慶次郎　同隊　隊卒
　これら、喜伝次以外の髙野の人々が、喜伝次と同系同族なのか、全く関連が無いのか、それは不明である。

　髙野旗次　この人は、長岡藩主一行が仙台に在った時に、身の回りの品を調達するために、御用人疋田水右衛門とともに、小姓役の一人として、城下の商人街で買い物し、阿部屋鰻店で飲食したらしい。
　また、山本帯刀大隊に属していた兵士の中に、髙野金蔵、髙野金七、髙野由右衛門の名が見える。彼らは、会津飯寺の戦いで九死に一生を得て、水戸藩諸生党とともに水戸の弘道館の戦いに参加した。そこから那珂湊に行き船に乗ったが、捕まってしまった。しかし、明治二年五月十三日に、開放された。
　また、髙野作左衛門は、会津長昌寺に隠れていた二十四人の内の一人。森一馬が重傷を負っていたため、暫く介添えしていたようだ。明治元年十一月頃の事である。二人は、安政年間（一八五四年から一八六〇）の蝦夷探検の際からのコンビだと言う。
　また、この髙野作左衛門とは別人だと思われるが、明治元年十月二十八日に、稲垣平助に伴って上京した髙野作左衛門がいる。先述の作左衛門が会津に居たのなら、別人のはずだが、通称が同じということから、親子ということはあり得るだろう。
　安政六年の長岡藩中分限帳によると、髙野登、髙野七左衛門、髙野弥左衛門、同右衛門の名が見える。髙野弥左衛門には、上組代官という肩書きが付いていた。上組と言えば、摂田屋を含む長岡南部一帯のことである。右衛門には御勘定人という肩書きが付いている。また、髙野七左衛門という名は、五十六家の髙野家にも登場するが、別系の子孫であろうか。また、この分限帳には、河井継之助秋義も、その父代右衛門とともに記載されている。

　　　　　　　八
　さて、話は大分飛躍するが、先に、山本五十六の実家の髙野家の本姓は宇津であると書いた。この宇津家は徳川氏の家臣、大久保家と同系の宇津であろう。大久保忠世、忠隣や大久保彦左衛門の大久保家である。これは、三河の大窪に住んだ宇津家が大久保と名乗ったのが初めである。この宇津家は、もともとは宇都宮家であり、更にその源流は藤原北家であると言われている。中臣鎌足からの系譜を記しておこう。中臣鎌足、藤原不比等、房前、真楯、内麿、冬嗣、良房、経基、忠平、師輔、兼家、道兼、兼隆、兼房、宇都宮宗円、宗綱、朝綱、成綱、頼綱、泰綱、景綱、泰宗、時綱、泰藤、泰綱、宇津泰道、泰昌、昌平、昌忠、忠与、大久保忠茂、忠員、そして忠世に至る。この宇津家時代に繋がる宇津家から牧野家に仕官した髙野七郎左衛門啓道が出たのではないかと思われる。宇都宮宗綱の子の八田知家の子、時家も髙野家を名乗っているが、その家系と三河との関連が見られないのと、髙野を名乗るのが早すぎるため、違うように思う。
　もし、私の髙野家が宇津家に繋がるのであれば、我が家の先祖は藤原姓となる。しかし、この宇津家が宇都宮家とは関係が無いという説もある。
　ここに、もう一つ、気になる家系がある。桓武平氏系の髙野家である。

　建暦三年（一二一三年）、和田合戦というものがあった。北条義時の挑発を受けたと言われているが、和田義盛は一族を挙げて反旗を翻してしまう。一族は敗戦の結果、滅亡してしまうが、この時、唯一北条方に味方した、和田（高井）重茂というものが居た。義盛の弟、宗実の子であり、兄弟の義重の養子となっている。重茂は戦死したが、その子孫には、越後の奥山荘（現、新潟県胎内市）に所領を安堵された。頼朝の時代に既に安堵されていたとも言われる。つまりこれが、越後三浦和田氏であり、中条家が、その中核をなす。そして、越後揚北衆（阿賀野川の北の衆）の一角をなすこととなる。重茂の子、茂村（義村）も、髙野条という土地を貰い、やがて、その子孫が髙野を称するようになる。が、髙野家は、惣領家ではないため、やがて惣領家の黒川家へと吸収されて行ったようだ。
　やがて、上杉家の家臣の中に、その子孫を見出すことが出来る。桓武天皇からの系譜を記しておこう。桓武天皇、葛原親王、高見王、高望王、平良文、忠光、忠通、三浦為通、為継（養子。平良文の兄良兼の子、公義の子）、義継、義明、杉本義宗、和田義茂、高井重茂（養子。義茂の弟、宗実の子）、茂村（義村）、義重、髙野義世、義有、重有、孫兵衛茂時、半三郎与左衛門義元、七兵衛。この七兵衛の子、忠房が、同じ上杉軍団の中で田村監物の子盛辰の養子となっているようである。
　上杉謙信の家臣となった髙野家は、黒川家が川中島や小田原に出征していることを見ても、それに属して参加している可能性が高いと思われる。
　水沢藩、髙野長英の髙野家は、もともと上杉謙信の家臣であったと言う。上杉景勝の時、関ヶ原の戦いの降伏後、水沢伊達家に仕えたという。とすると、この三浦和田系であると考えられないだろうか。あるインターネットサイトでは、髙野長英と山本五十六が遠い親類であるとの説があるとあったが、長英は、桓武平氏系、五十六は藤原北家系で、全く異なることになる。
　上杉家が会津に移動する際に、一緒に行かなかった髙野家があったかも知れない。それが越後に留まり、長岡に住み着き、元和四年の牧野家の長岡入りにより、家臣のはしくれに加わったというような可能性もあるのではないだろうか。もし、それが私の髙野家の先祖ならば、桓武平氏となり、髙野長英との遠い親類であると言えることになる。北越戊辰戦争の際、長岡に援軍を派遣してきた上杉米沢藩の隊長に髙野広次や髙野織右衛門の名が見える。恐らく三浦和田系の髙野であろう。
　わが髙野家は、藤原系で山本五十六と親類か、それとも、平氏系で髙野長英と親類か。果たしてどちらか。
しかし、我が髙野家の家紋が源氏系の『丸に笹竜胆』であるのが気になる。権吉はこの紋を使っていたというが、権吉が分家した際に、例えば、妻の岡田家の家紋（不明）を採用するなどして、独自に使い始めたと言うことは無いだろうか。孫蔵以前も使っていたのだろうか。ちょうど春日山城で私は長男に『丸に笹竜胆』の家紋キーホルダーを買って与えた。これは、昔から観光地によくあるお土産で、私も同じ位の年齢の時に、父に旅行の際に買ってもらってどこかに仕舞ってある。それと殆ど同じ物である。墓参りをすれば、そこにでも笹竜胆を見、また、祖父が飾っていた五月人形の兜にも、笹竜胆がついていた。これは、単に源義経の兜ということで付いていただけなのだと思うが。
家紋が源氏系であったがために、長い間、我が家は源氏系だと思い込んできた。しかし今年(平成二十年)になってそれもついに怪しくなってきた訳である。果たして当家は藤原家か、平家か、それとも、はたまた、源氏か？
　　　　　　　九　

「ううむ･･････」

私は思わず呻いた。ここは、ながおか市民センターの休憩スペース。貰ったばかりの除籍謄本を眺めていて、意外な文字を見つけたのだ。
「失踪か･･････」

　多吉、明治九年八月弐拾日失踪。戸籍には、たったこの一行。
　髙野多吉、二十八歳の時の事になる。

　この八月二十日という日が本当に居なくなったその日だとは断定できない。実際に失踪であると確信が持てた時点で孫蔵は届け出たであろう。或いは、孫蔵は多吉が失踪したとは確信していなかったのかも知れない。何しろ、孫蔵が死に、髙野三平が相続してから出来た戸籍に記載されているだけなのだ。

　この年、明治九年には、髙野家にとって、おめでたいことも起きている。正月の三日、孫蔵の三女、キシが生まれたのである。こうして二人の姉妹が嫁に行った後、再び五人家族となり、賑やかさを取り戻していく中で、多吉は一体何を思っていたのだろうか。
　三平もキシも、多吉の弟と妹ではあるが、同じ腹の子ではない。一緒に暮らすミテも実母ではない。だが、それだけで失踪の原因になり得るか。当然私には分からない。多吉でなければ分からない事なのかも知れない。ひょっとしたら、多吉自身も分からない事なのかも知れない。永遠の謎である。とにかく多吉は居なくなった。
　この頃、西国では、佐賀の乱、神風連の乱、萩の乱、そして、明治十年の西南戦争など、士族の反乱が多く起きていた。

　喜びと悲しみのあった、明治九年から二年がたった。明治十一年九月二十六日、三男権吉が生まれた。

　権吉は父の顔を覚えていないであろう。なぜなら、まだ権吉が生後三ヶ月にもならないその年の十二月十一日、孫蔵は亡くなったのだ。四十一歳の妻と十四歳の三平、二歳のキシと零歳の権吉が残された。

翌日十二月十二日、わずか十四歳の三平が家督を相続した。

　　　　　　　十
　さて、摂田屋村に小学校が出来たのは、明治五年のことである。摂田屋光福寺第三中学区第二十三番小学区宮内校。明治十九年に二つに分離している。一方は、宮内校として明治二十一年に宮内村に引越し、明治三十六年に上組第一尋常小学校と改名する。今の宮内小学校である。他方は、明治二十二年中通村立上下条尋常小学校、明治二十八年中通尋常小学校、明治三十六年上組村立上組第二尋常小学校。今の上組小学校である。
　明治五年といえば、三平は八歳である。小学校には行ったであろう。士族であれば、阪之上小学校に行ったのかも知れない。　
　小学校の変遷について出た序に、村名の変遷についても述べておきたい。
　摂田屋の辺りは、江戸時代から上組と呼ばれていたようである。また、摂田屋は接待屋から来ていて、昔から街道筋の町だったようだ。明治二十二年三月までは、古志郡摂田屋村として独立していたようだ。四月一日以降合併して、中通村摂田屋となり、明治三十四年十一月一日、また合併により、上組村。昭和二十三年五月三日、宮内町となり、昭和二十九年三月一日より長岡市に編入された。明治二十二年に中通村となるに当たっては、摂田屋村のほか、曲新町村、定明村、豊詰村、上島村、上下条村、田中村、大石村、中屋敷村、蛭田新田村、と多数の村と合併している。また、となりの石坂村には、村松村が編入されているが、ここの小学校の初代校長は、あの髙野貞吉が明治六年になっている。冬以外は玉蔵院町の自宅から通い、冬は釜沢村の諸我家に下宿していたという。
明治十九年九月十三日、髙野三平と宮内ヒロが結婚した。三平二十一歳、ヒロ十九歳であった。ヒロは摂田屋村の宮内仁吉の長女で、慶応二年十二月二十三日の生まれである。孫蔵の場合と違い、同村内での結婚は帰農商の結果と見るのは乱暴過ぎるであろうか。孫蔵の後妻高木ミテは長岡の北東に離れた牛ヶ首村の出であった。摂田屋は長岡の南方である。
孫蔵の長男多吉が失踪してから、十年が経っていた。
この時、三女のキシは十歳、三男権吉は七歳の小学生であった。

翌明治二十年、三平とヒロの長女、ソカが生まれた。キシと権吉にとっては早くも姪の誕生である。二年後の明治二十二年五月十六日にはソカの妹、セキが誕生した。明治二十二年といえば、大日本帝国憲法が発布された年である。
それにしても、大家族という感じになってきた髙野家である。当主の三平に、母のミテ、妻のヒロ、妹のキシに弟の権吉、娘のソカとセキ。七人家族であった。
　　　　　　　十一
　明治十九年一月、三島億二郎の長岡の自宅に北越殖民社が置かれた。支社を北海道石狩国空知郡幌向村大字江別太に置き、『越後村』を創設した。鉄道線路を挟んで南側は越後村、北側は屯田兵による開拓地であったと言う。明治二十三年三月、三島億二郎は長岡摂田屋の光福寺にやって来て、江別への開拓者の募集をおこなった。三島億二郎は元長岡藩家老で、戊辰戦争の頃は川島億二郎と言った。軍事掛として森立峠の戦いや八丁沖長岡城奪還作戦を経ている。戦後は、柏崎県大参事、古志郡長などとなり戦後の長岡復興の為に力を尽くしてきた人であるが、その頃は北海道を足しげく六回も訪れて開拓に力を注いでいた。億二郎の二男、後二郎も北越殖民社員となって明治二十三年札幌郡江別村野幌に渡った。

江別といえば河井継之助の妻すがも明治五年には長岡を逃れてこの江別にやって来ている。この頃から江別は長岡の人々にとって北海道の足がかりになっていたのだと思われる。河井継之助は戦争を始めた責任者として、新政府より家名断絶とされたが、長岡の人々からの非難も激しく、家族にも及んでいた。それが明治五年になっても続いており、いたたまれなくなって江別に渡ったと考えられよう。すがはその後六十一歳で江別にて亡くなるまで、長岡には戻っていない。また、江別から石狩川に沿って北に行った月形村（現、樺戸郡月形町)樺戸集治監（監獄)の看守長は、あの髙野譲がなっていた。旧長岡藩士が多く働いていたと言う。
三島億二郎が摂田屋にやって来た時、権吉は光福寺で彼の説明を聴いたのだろうか。まだ十一歳である。北越殖民社による、渡航の世話、二十ヶ月分の扶持米の供与などが話されたようである。これを聞いて、狭い土地で小作をするよりも、北海道で地主になった方が良いと考えた者が多かったようである。
明治二十五年、億二郎は亡くなったが、北越殖民社による移住者は急激に増えていったようである。
摂田屋髙野家はミテ、三平、ヒロ、権吉、キシ、ソカ、セキ、の七人の所帯。豊かであるはずは無い。権吉は、遠く、北海道に思いを馳せた。やがてそれは、近い将来、北海道へ渡ろうという決心へと変わって行ったのだ。　
　明治二十八年十一月五日、孫蔵の三女キシが、喜三郎を生んだ。父親は誰だか分からない。家長の三平は、この届けを出すのをためらっていた。結局出生届を出すのは、翌年五月二十八日である。
　いずれにしろ、これで家族は八人となった。権吉は十七歳。既に北海道へ旅立つことは決めていた。明治二十九年の春、権吉は北海道の札幌郡江別村野幌へ渡った。四月十五日、権吉は摂田屋の髙野三平家からの分家届けを出した。
　　　　　　　十二

　北海道ではやはり開墾をしていたというのが自然な推測であろう。この時から八年間ほどの消息は知れない。明治三十七年四月十八日、岡田美津と結婚した。権吉二十五歳、美津二十二歳の時のことである。ただし、この日付は、長男吉太郎の出生の前日となっている。つまり、明治三十六年には、実質的に結婚していたと言うことであろう。
　岡田美津は、岡田小兵衛、とよの長女で、明治十四年十二月二日生まれである。石川県河北郡出身であると思われる。婚姻届は、石川県河北郡八田村の兄、岡田市次郎が出している。しかし、本人も兄も、既に北海道に居たのではないだろうか。子供が生まれる段になって、その前日を婚姻の日とし、逆に吉太郎の出生を翌日にしたのであろう。
　明治三十九年七月十日、沙流郡門別村大字波恵村番外地（現、日高市）に籍を移している。

　この移動の理由は不明である。ただ、同じ日、長女が誕生したことになっている。ひょっとしたら、単に長女が誕生した際に、ついでに波恵村に籍を移しただけなのではないかと思えてくる。どうもこの北海道時代に関しては、いや、どこでもいつでもそうなのかも知れないが、届けの出し方が、かなり遅れていることも考えられ、波恵村に移ったのも、実際はかなり前だったのではないかと言う推測もあり得る。
　この地は、現在でもサラブレッドの名産地として知られる。権吉は馬を飼ったり、魚を商ったりしていたと伝えられているので、納得が行くのである。

　明治四十一年八月二十八日には次男、明治四十三年二月二十八日には三男が誕生。大正に入って、大正二年九月二十二日には次女、大正六年九月二十日には四男、大正十四年八月一日五男が生まれている。

　一家は昭和の初めには、河西郡帯広町に移っていたようである。長女は昭和二年に、次男は昭和九年に帯広の人と婚姻している。また次男の長男も帯広で生まれ、権吉の戸籍に一緒に記載されているからである。

　権吉は、昭和十三年四月十九日午後六時、帯広市にて亡くなった。享年六十九。長男は、大正六年に十三歳で亡くなっていたので、次男が五月十日に家督を継いでいる。

この権吉の三男が筆者である私の祖父である。中学生の頃東京に出て来て、最初は横浜に居たということであるが、木場の材木商に勤めて、戸籍上は、昭和九年に結婚してほぼ同時に東京市淀橋区角筈（現、新宿）、昭和十五年に深川区冬木と移っている。東京髙野家の創始である。私の父は冬木で昭和十六年に生まれており、昭和十三年に帯広で亡くなった権吉には会っていない。やがて、この髙野家は、昭和二十年の東京大空襲、戦後の高度成長期、など激動の昭和を経て、平成の現在へと至ることとなる。
大正時代以降の髙野家については、改めて、『髙野家の人々　大正昭和編』に稿を譲ることとしたい。

　
　　　　　　　十三

　さて、摂田屋の髙野家の明治二十八年に話を戻そう。
　戸主、三平の妹、キシの子、喜三郎は、明治二十八年十一月五日に生まれ、明治二十九年五月二十八日に届けられた。だが、その年、十一月二十二日に亡くなってしまうのである。

　翌年、明治三十年十二月二十日、今度は、三平とヒロの長男、源作が生まれた。しかし、一年も経たない明治三十一年十月二十九日午前二時、亡くなってしまうのである。生まれたと思ったら、翌年亡くなってしまうという事が、二年続けて起きるとは、何ということだろうか。家族の悲しみは察して余りがある。しかし、その源作の死の一ヵ月後、明治三十一年十一月二十五日、またもや父親は分からないが、キシの第二子、音蔵が生まれたのである。
　このように、摂田屋の髙野三平家では、生まれては、死に、生まれては死に、ということがこの時期繰り返されていたのである。三平の心労も、大変なものだったろう。
　それに追い討ちを掛けるように、明治三十四年九月二十八日午後一時、母のミテが亡くなった。享年六十四。
　しかし、めでたいこともあった。明治三十六年九月二十日、とうとうキシが嫁いで行ったのである。嫁ぎ先は、北魚沼郡入広瀬村大字大栃山の崎井元吉である。キシ二十七歳であった。ただ、この時、まだ四歳の音蔵も一緒に行ったのであろうか。行ったのだと思うが、私の所有する長岡市民センターで取得した戸籍上には、斜め線が引かれていない。明治三十七年時点で、籍が抜かれていないのである。どういうことであろうか。摂田屋髙野家にとって、この時音蔵が男の子として唯一人であったことと関係があるだろうか。

　この時点で、もし音蔵をキシが連れて行ったとすると、一家は、三平の他には妻のヒロ、娘のソカにセキの全四人であった。

　しかし、その状態も長くは続かなかった。
　明治三十七年一月二十一日午後二時、戸主の三平が亡くなった。享年三十九。若すぎる死である。

　後には女性三人が残された。翌日、十六歳のソカが家督相続した。明治三十七年一月二十二日のことであった。母のヒロ三十七歳、妹のセキ十四歳が家族であった。
　　　　　　　　十四
電話の向こうからの声は半ば、気の毒に思ってくれているようでもあった。

「直系で無ければ戸籍をお出しすることも、お教えすることも出来ないんです」

「そうですか･･････しかし、ということは、もはや摂田屋の本家がどうなったか知ることは殆ど不可能ということになる訳ですか･･････」

「ええまあ。直系の方であればお出しできるんですが。内容については、お答えすることも、お教えすることも出来ないんです」

　それもそうだろう。この規則は明快であり、駄々を捏ねたところで仕方が無いだろう。ただ、ソカの戸籍はそこにあるのに、見ることも教えてもらうことも出来ないのだ。髙野ソカはどのように明治、大正の時代を生き抜いたのだろう。また、音蔵はどうしたのだろう。また、セキはどこへ嫁いで行ったのだろう。ソカだってどこかに嫁いで行った可能性も高い。そして、ヒロはいつまで生きていたのだろう。このような謎が空想のまま、行き場を失ってしまった。
　私の中の明治三十年代の摂田屋で、髙野ソカの一家は一人歩きし、想像は膨らみ、不思議と実感の伴った人間ドラマを感じさせていた。それがある形になろうとして、そして、やはり幻で終わってしまったのであろうか。それまで何となく抱いていた希望に、ぽっかりと穴が開いたようだった。
今、私の脳裏には、大きな樽のある醸造の街、明治時代の摂田屋の髙野家の人々が映っている。そして、現在でも当時の建物を残す街の光景と、そこに生きる髙野家の血を引く人々に思いを馳せる。たとえ、彼らが既に、髙野という名ではなかったとしても。
《完》
追記

　平成二十一年五月時点で、筆者は、当髙野家の系譜について、三河出身の、山本五十六と同族の宇津氏系であって、三浦和田氏系ではないと推測している。一つの理由は、安政六年の長岡藩中分限帳に登場する上組代官の髙野弥左衛門の存在である。長岡藩における髙野家は何と言っても宇津氏系に由緒を求めるのが現状では自然であるし、摂田屋の光福寺にあった、一つの髙野家の墓石の家紋は左三つ巴で宇都宮家の紋である。上組代官が宇都宮・宇津系であって、その同族が上組内に散らばっていたということは考えやすい。
　それに比べて揚北衆、奥山荘の髙野家と長岡との繋がりを考えるのは、場所も離れているので無理があるように思える。奥山荘の髙野家本家は上杉家の会津転封に伴って会津へ移動し、米沢藩、或いは水沢藩の髙野家へと繋がっていくと思われる。いずれかの時点で分家した髙野家の一家が何らかの経緯で長岡に辿り着いて藩に仕えた、或いは、帰農していた、ということも考えられるが、余り必然性は感じられない。
　家紋、「丸に笹竜胆」についての疑問であるが、一つの推測は、北海道に渡った権吉が、新しく遣い始めたのではないだろうか。笹竜胆紋は、石川県に多く分布するという。石川竜胆という、河内源氏系の石川氏の紋もあるが、この石川氏と石川県の石川氏とは、関係があるのか私には不明であるが、石川氏という氏族が石川県にはかつて居り、笹竜胆を使っていたため、現在でも多く分布しているのだという。権吉の妻、岡田美津は石川県出身である。私の推測は、岡田家か笹竜胆紋であり、権吉が新しく北海道髙野家の家紋を決めるに当たって、妻の家の笹竜胆紋を採用したのではないかというものである。
　話は変わるが、長岡藩には、検断職という世襲の職があって町役人を総括する職があった。草間、太刀川、宮内、小林の四家が世襲していたのだそうだ。この内の宮内家は恐らく髙野三平の妻、ヒロの実家の宮内家と関係があるのだろう。宮内村と摂田屋村は隣同士で宮内ヒロは摂田屋の出身である。元代官一族の分家の髙野家と、元検断職の一族の宮内家の婚姻というのも、釣り合いとして考えると、明治十九年頃の習慣としては、いかにも有り得そうに思えてくるのである。
（二〇〇八年十二月一日　第一稿）

（二〇〇八年十二月二日　ちょっとした言い回しの変更）

（二〇〇九年五月二十一日　追記の追加など）

（二〇〇九年八月二十四日　長福寺訪問を踏まえて）
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